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【６年】 

１ 単元名 比例と反比例「比例をくわしく調べよう」 

（東京書籍「新しい算数５」下 Ｐ１２２～Ｐ１４９） 

 

２ 単元について 

（１）児童の実態 

児童は，これまで，伴って変わる２つの数量の「比例」という関係やその用語，表現方法を学習し

てきた。また，様々な場合の伴って変わる２つの数量の関係について，比例の性質から考察をしてき

た。そして，前単元の速さの学習においても，速さが一定のときの時間と道のりの関係について比例

の性質で学習を進めてきた。 

本単元のレディネステストの結果から，多くの児童が「比例」という２つの数量の関係性について

は理解しているが，その関係を式に表すことや利用を考えることについては定着していない児童が

いることが明らかとなった。 

日常の様子から，計算練習には一生懸命に取り組むが，文章問題などにおいては題意から外れた答

え方をするなど，題意を把握する力が弱い児童が数名いる。また、個別指導が必要な児童もおり、個

別での指導も随時はさみながら支援している。 

（２）単元のあらまし 

本単元は，学習指導要領第５学年の内容「Ｄ 数量関係」の「（２）伴って変わる二つの数量の関

係を考察することができるようにする」を受けての内容である。本単元では，表やグラフを基に比例

や反比例の関係について「変化のきまり」や「対応のきまり」を考察し，関数的に考える力を伸ばす

ことにある。また，比例という視点をもってこれまでに学習した乗除の場面（「単位量あたりの大き

さ」「割合」「分数のかけ算・わり算」など）や比の学習を見直すこと，そして，比例とみて日常生活

の問題を解決できるようにすることも大切なねらいとなる。なお，反比例については，あくまでも比

例との関連で考察をすることが大切なこととなる。 

そこで，本単元は次のような内容で構成されている。 

  ア ｙがｘに比例する解きｙ＝決まった数×ｘと表せることを理解する。 

  イ 比例の性質について理解する。 

  ウ 比例の関係をグラフに表して考察することができ，比例のグラフの特徴を理解する。 

  エ 比例のグラフを考察することを通して，比例のグラフについて理解を深める。 

  オ 比例の性質を活用し，問題を解決することができる。 

  カ 反比例の意味について理解する。 

  キ ｙがｘに反比例するとき，ｙ＝決まった数÷ｘと表せることを理解する。 

  ク 反比例の性質について理解する。 

  ケ 反比例の関係をグラフに表して考察することでき、反比例のグラフの特徴を理解する。 

（３）指導に当たって 

本単元のような関数を扱う学習では，考察のおもな対象は「変化のきまり」と「対応のきまり」と

なる。児童は第５学年で，伴って変わる２つの数量の関係について，一方が２倍，３倍，…になれば，

それに伴って他方も２倍，３倍，…になるという変化のきまりを表から見つけ，そのような関係を

「○は□に比例する」と表現することを学習してきた。また，比例の関係や対応のきまりから，かけ

算による言葉の式が成り立つことも学習してきた。第６学年ではこうした学習を基に、比例について

さらに考察を進めると共に、反比例についても学習し、関数の考えを伸ばしていく。 

本単元では，伴って変わる２つの数量の関係について，表から「変化のきまり」と「対応のきまり」

を見つけ，式に表していく。さらに分数倍へと範囲を拡張していく。また，グラフに表すことで変化

の特徴についても捉えさせていく。これらの活動を通して，比例，反比例の見方を深め，それらにつ
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いての理解を確かなものにしていきたい。見通しの段階では教科書の吹き出しを使い本時の課題設

定の手がかりにさせたい。また、課題解決場面では、教科書の例示を活用し、その解決方法について

考え，説明できるようにさせたい。 

以上で述べた，式，表，グラフを用いてその特徴などを調べ，伴って変わる２つの数量の関係を考

察して，比例や反比例の関係について理解させ，数の見方や考え方をより豊かで確かなものにしてい

きたい。 

 

３ 単元の目標 

   伴って変わる２つの数量の関係を考察することを通して，比例や反比例の関係について理解し，関

数の考えを伸ばす。 

  【関心・意欲・態度】 

   ・比例の関係に着目するよさに気付き，比例の関係を生活や学習に活用しようとする。 

  【数学的な考え方】 

   ・比例の関係を表や式，グラフに表し，特徴を一般化して捉え，身の回りから比例の関係にある２

つの数量を見出して問題の解決に活用することができる。 

  【技能】 

   ・比例や反比例の関係にある２つの数量の関係を式，表やグラフに表すことができる。 

  【知識・理解】 

   ・比例や反比例の意味や性質，表やグラフの特徴について理解する。 

 

 

 

 

４ 単元の指導計画（指導時数１６時間 本時第８時） 

 時数 学習内容 中心となる教科書活用 評価規準（評価方法） 

比

例

の

式 

１ 

・平行四辺形の面積と

高さの関係を調べ

る。 

・見通しで，Ｐ１２４の

表から成り立つきまり

を見つけさせる。 

関）比例の関係を表に書き表し，ｘと

ｙの関係について考えようとして

いる。 

（ノート） 

２ 

・ｙがｘに比例すると

き，ｙ＝決まった数

×ｘと表せること

を理解する。 

・自力解決でＰ１２５の

２人の考えから、表を

縦に見たときのきまり

を見つけさせる。 

技）比例の関係を式に表すことができ

る。 

（適用問題） 

 

３ 

・高さが５ｃｍの平行

四辺形の面積ｙと

底辺ｘの関係を，比

例の特徴を使って

確かめる。 

・比例しているか，自力解

決でＰ１２６の２人の

考えを説明し，面積は

底辺の長さに比例する

ことに気付かせる。 

考）平行四辺形の面積ｙが，底辺ｘに

比例していることを説明してい

る。 

（適用問題） 

比

例

の

性

質 

４ 

・ｙがｘに比例すると

き，ｘの値が分数倍

のときのｙの値の

変化を調べ，比例の

関係をまとめる。 

・自力解決でＰ１２７の

□の中に数値を入れ，

変わり方を考えさせる

ことで，比例の比例関

係について捉えさせ

る。 

知）ｙがｘに比例するとき，ｘの値が

分数倍になると，それに伴ってｙ

の値も同じ分数倍になることを理

解している。 

（適用問題） 
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比

例

の

グ

ラ

フ 

５ 

・比例する２量の関係

を表すグラフをか

き表し，直線になる

こと，原点を通るこ

との特徴を調べる。 

・Ｐ１２９のグラフを完

成させ，比例のグラフ

の特徴を考えさせる。 

技）比例の関係をグラフに表したり，

グラフから読み取ったりすること

ができる。 

（適用問題） 

６ 

・時間ｘと道のりｙの

表から，速さを表す

グラフをかき表し

たり，道のりや時間

を求めたりする。 

・Ｐ１３１の吹き出しの

言葉をヒントにグラフ

に書き表し，比例のグ

ラフを読み取らせる。 

技）速さを表すグラフから，対応する

時間や速さを読み取ることができ

る。 

（適用問題） 

７ 

・２つの速さを表すグ

ラフから，速さや時

間，道のりの違いを

読み取る。 

・自力解決でＰ１３２の

グラフから，特徴や事

象などの様子を読み取

らせる。 

技）傾きの異なる２本の比例のグラフ

から，特徴や様子などを読み取る

ことができる。 

（適用問題） 

比
例
の
利
用 

８ 

本 

時 

・比例の関係を利用し

て，画用紙の重さか

ら指定された枚数

を用意する問題を

解く。 

・見通しでＰ１３３の２

人の吹き出しの続きを

考え今までの学習が使

えないか想起させる。

自力解決で，３人の考

え方を説明させる。 

考）比例の関係にある２つの数量を見

つけ，比例の性質を問題の解決に

用いることができる。 

（適用問題） 

９ 

・比例の関係を使っ

て，速さや高さの問

題を解く。 

・自力解決でＰ１３８の２

人の考えを説明するこ

とで、比の考え方を使え

ることも理解させる。 

考）比例の関係にある２つの数量を見

つけ，比例の性質を問題の解決に

用いることができる。 

 （適用問題） 

１０ 

・「力をつけるもんだ

い」に取り組む。 

・学習内容を学習したペ

ージに戻り，確認させ

る。 

技）学習内容を適用して，問題を解決

することができる。 

 （適用問題） 

反
比
例 

１１ 

・面積の同じ長方形の

たての長さｘと横

の長さｙとの関係

から，反比例の意味

を理解する。 

・Ｐ１４１の反比例の関

係にある表を完成さ

せ，どのようなｘとｙ

の関係があるか考えさ

せる。 

関）２つの数量の変わり方に興味をも

ち，表を使ってその関係を調べよ

うとしている。 

 （適用問題） 

１２ 

・反比例の表から，ｘ

×ｙ＝決まった数

になることをとら

え，反比例の関係を

式に表す。 

・自力解決でＰ１４３の

表に式や数値入れ，反

比例の関係についてと

らえさせる。 

技）反比例の関係を式に表すことがで

きる。 

 （適用問題） 

１３ 

・適用問題に取り組

む。 

・学習内容を学習したペ

ージに戻り，確認させ

る。 

技）基本的な学習内容を身に付けてい

る。 

（適用問題） 
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１４ 

・面積の同じ長方形

の，たての長さｘと

横の長さｙとの関

係から，反比例の性

質を理解する。 

・自力解決でＰ１４５の

表の□の中に数を入

れ、ｘとｙの変わり方

から反比例の性質を考

えさせる。 

知）ｙがｘに反比例するとき，ｘの値

が  ， ，…になると，それに伴

ってｙの値は，２倍，３倍，…にな

ることを理解している。 

 （適用問題） 

１５ 

・反比例の関係をグラ

フに表し，反比例の

グラフの特徴を捉

える。 

・自力解決でＰ１４６の

吹き出しをヒントに，

反比例のグラフに表す

ようにさせる。 

技）反比例の関係をグラフに表したり，

グラフから読み取ったりすること

ができる。 

 （適用問題） 

ま

と

め 

１６ 

・「しあげ」に取り組

む。 

・解決できない場合、該当

の⏎ページを開いて確

認させる。 

技）基本的な学習内容を身に付けてい

る。 

（適用問題） 

 

５ 本時の指導 

（１） 目標 

比例の性質を活用し，問題を解決することができる。 

（２） 仮説について 

【手立て１ 教科書を活用した見通し】 

今までの学習内容が使えないか想起するために，Ｐ１３３のみほ，ひろきの吹き出しの続きを 

考えさせる。ひろきの考えから，ある程度の枚数の重さを量ることを理解させたい。 

【手立て２ 教科書を活用した課題解決】  

Ｐ１３４，１３５の３人の考えから，自分が説明しやすい考えに取り組ませる。比例の関係に 

ある２つの数量を見付け，既習事項の比例の性質を活用して考え、言葉や式，表を使って根拠を

明らかにしながら説明させる。 

【手立て３ 学びの振り返り】 

     適用問題では，本時でこれまでに学習した比例の性質を活用した 3つの方法で問題に取り組 

み学習の評価をする。本時では，比例の関係にある２つの数量を見付け，これまでに学習した比 

例の性質を活用して考え，言葉や式，表を使って説明できるようにする。本時の学びを自分の言 

葉でまとめ，全体で共有することで日常の事象の問題に既習事項を活用するよさ，比例の有用性 

に気付かせ，数学的な見方・考え方をより確かなものにしていきたい。 

（３）評価規準 

 Ｂ おおむね満足 Ｂに至らせるための手立て 

 数 

考学 

え的 

方な 

比例の関係にある２つの数量を見つけ，

比例の性質を活用し，問題を解決するため

の方法を考えている。 

 画用紙の問題での解き方を参考にし、表の数値

と式の数値を見比べたり、矢印に注目したりしな

がら考えさせるようにする。 

 

 

観点 

2

1

3

1
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（４）展開【５年】直接指導は、       で示す。 

段

階 
学習活動 教科書活用 ・支援 ◎ 評価 

指

導 

 

 

 

教

科

書

を

活

用

し

た

見

通

し  

10 

分 

１ 問題を把握する。 

Ｌ入りの牛にゅうと Ｌ入りの牛にゅう

があります。 

 あわせると，何Ｌになりますか。 

 また，ちがいは何Ｌですか。 

 ・教科書に式を書く。 

 ・既習との違いを考える。 

 

２ 学習課題を把握する。 

分母がちがう分数のたし算，ひき算を考え，

計算ができるようにしよう。 

 

３ 見通しをもつ。 

 ・分母が同じだったら計算できる。 

 

① あわせると，何Ｌか。 

 

 式  ＋  ＝  ＋ 

      

＝   

  

答え   Ｌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見通しがもてない

場合、Ｐ１１１の

たくみ，かおりの

吹き出しの続きを

考え，今までの学

習内容との違いに

気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習リーダーを中

心に学習を進め

られるように，本

時の学習の順序

を提示する。 

 

 

 

 

 

  

教

科

書

を

活

用

し

た

課

題

解

決   

 

10 

分 

４ 自力で解決する。 

① ちがいは，何Ｌか。 

 

は通分して， 

 

は通分して， 

 

＜  だから， 

      

 

式  －  ＝  － 

     

      ＝ 

 

答え  Ｌ 

 

  

 

・分母を同じにする

と比較しやすい

ことに気付かせ

る。 

 

 
 

5

1

2

1

5

1

2

1

10

2

10

5

10

7

2

1

5

1

10

2

10

5

10

3

10

7

10

3

5

1

10

2

10

5

2

1

5

1

2

1
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（４）展開【6年】 直接指導は、       で示す。 

指

導 
学習活動 教科書活用 ・支援 ◎ 評価 

段

階 

 １ 問題を把握する。 

 

 

 

（１） 枚数と比例するものを確認する。 

  ・重さ 

  ・高さ 

２ 学習課題を把握する。 

 

 

 

３ 見通しをもつ。 

（１） 条件を確認する 

  ・画用紙１０枚の重さから３００枚の重さを

求めていくことを確認する。 

（２） 学習方法を示す 

  ・みほ，ひろき，かおりの考えに枚数と重さ

の関係を表した表や式を提示し，それぞれ

の考えを 3人の解決の仕方を考えていくこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｐ１３３の，みほ，

ひろきの吹き出し

に続く言葉を考

え，今までの学習

内容が使えないか

考えさせる。 

・題意をつかませる

ために，Ｐ１３３

の表を提示し，条

件を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比例の関係が分

かりやすい数を

使い，枚数と重

さが比例関係に

あることをとら

えさせる。 

教

科

書

を

活

用

し

た

見

通

し 

10 

分 

 

４ 自力で解決する。 

 （１枚の重さを求める） 

   １枚当たりの重さを求めて，利用してい

る。枚数と重さは比例しているから枚数が       

倍になると，それに伴って重さも 倍に

なる。 

１枚の重さは、７３÷１０＝７．３（ｇ）。

枚数が３００枚だから， 

７．３×３００＝２１９０（ｇ） 

（比例の性質を使う） 

   ３００枚は１０枚の３０倍であることを

利用している。３００÷１０から３００枚

は１０枚の３０倍であることがわかる。枚

数と重さは比例しているから，重さも３０

倍になり，７３×３０＝２１９０（ｇ） 

 

 

・Ｐ１３４，１３５の

３人の方法を、自

分が考えやすいも

のに取り組ませ

る。 

・自力解決できない場

合Ｐ１３４，１３５

の３人の考え方の

式の説明をさせる。 

 

・自分が考えやす

いものから取り

組ませる。 

 

 

 

・つまづきが見ら

れる児童には、

表の数値と式を

見比べさせ、矢

印に注目させな

がら式を考えさ

せる。 

教

科

書

を

活

用

し

た

課

題

解

決   

 

10 

分 

画用紙３００枚を，用意する方法を考え

ましょう。 

 紙を全部数えないで，決まった枚数を用意

する方法を考えよう。 

10

1

10

1
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【５年】 

   

 

５ 学び合う。 

（１）伝え合う 

・全体で確認し合う。 

（２）通分することの意味を確認する。 

  ・通分して，分母が１０の分数にそろえれ

ば， の何個分で計算できる。 

  ・単位分数の何個分で考えるために通分を

する。 

  ・整数や小数と同じ考えになる。 

（３）分数の大小を比較 

  ・通分をすれば，大小が比較できる。 

 ・全体で自分の考え

を伝え合うこと

で，考えを深め合

えるようにさせ

る。 

 

 

 

ま

と

め 

3 

分 

６ まとめる。 

分母がちがう分数のたし算やひき算は，通分

してから計算する。 

通分すれば，単位分数の何個分で計算でき

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

り 

22 

分 

 
 
 
 

７ 適用問題を解く。 

 ・教科書Ｐ１１２△１①⑤を解く。 

 

①  ＋  ＝  ＋  

 

＝  

 

⑤  －  ＝  － 

      

＝  

 

 

 

 

８ 習熟を図る。 

・Ｐ１１２△１の残りを解く。 

・終わったら，チャレンジ問題を解く。 

 

９ 学習の振り返りをする。 

≪観点≫ 

 ・分かったこと、気付いたことはどんなこと

か。 

 ・次に学習したいこと，やってみたいことは

どんなことか。 

 

・Ｐ１１２△１①⑤

を適用問題として

取り組ませる。 

 

                        

 

◎異分母の分数の

加減計算の仕方

について，分母

をそろえること

の意味を考え，

説明し，計算す

ることができ

る。 

（適用問題） 

 

・△１の答え合わせ

は、学習リーダー

を中心に自分た

ちで学習を進め

させる。 
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【６年】 

 

（決まった数を求める） 

  決まった数を使っている。表を縦に見た

とき，決まった数は７３÷１０＝７．３と分

かる。だから３００×７．３＝２１９０（ｇ） 

  

 

 ５ 学び合う。 

（１）全体で確認する。 

  ・みほ，ひろき，かおりの表や式の意味を

捉え，それぞれの考え方を説明する。 

〈みほ〉 １枚当たりの重さを求め利用する考   

     え 

〈ひろき〉３００枚が１０枚の何倍かを利用す

る考え 

〈かおり〉決まった数を利用する考え 

 

（２）３つの考え方の共通点と相違点を整理す

る。 

  ・重さが枚数に比例する考えを使っている。 

  ・みほとひろきは比例の横の見方を使い，

かおりは縦の見方を使っている。 

 

・Ｐ１３４，１３５の

３人の考えを見

て、自分の考えと

教科書の考えを比

較検討する。 

 

・式の数値や表の

矢印の意味を確

認する。 

 

・誤差があり常に

正確に求められ

ないが，「およ

そ」の枚数や量

を求めることが

できることを確

認する。 

教

科

書

を

活

用

し

た

課

題

解

決

10

分 

 

６ まとめる。 

 紙を全部数えないで枚数を用意するには、比

例の性質を使って考えればよい。 
 

 

 

 

 

ま
と
め 
3 
分 

 ７ 適用問題を解く。 

 ・教科書Ｐ１３５△１を解く。 

 ア 単位量あたりの大きさを利用する考え 

   ３２÷２０＝１．６ 

   １．６×５００＝８００（ｇ） 

 イ 何倍かを求め利用する考え 

   ５００÷２０＝２５ 

   ３２×２５＝８００（ｇ） 

 ウ 決まった数を利用する考え 

   ３２÷２０＝１．６ 

   ５００×１．６＝８００（ｇ） 

 

８ 学習の振り返りをする。 

≪観点≫ 

・全部数えないで用意するには，どのような考

えを使えばよいか。 

・どんな場面で，どんな考え方が使えるか。 

 

・Ｐ１３５の△１を

適用問題として取

り組ませる。 

                        

 

 

 

 

 

◎比例の関係に

ある２つの数

量を見つけ、

比例の性質を

活用し、問題

を解決するた

めの方法を考

えている。 

（適用問題） 

 

 
 
 

振

り

返

り 

12 

分 
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